塩竈　由紀子　　　　　　長崎市在住　

　６年前ランニング仲間が「長崎で170キロを超える大会があるそうよ」と話しているのを聞いた時、マラニックを知らなかった私は「あるもんね、いかれとる」と思ったのを覚えています（すみません。。。）。ウルトラマラソン100kmの大会に参加している仲間もいましたが、私には別世界、普通の人は走れるわけないと思っていました。
　私は平成９年頃からレースに参加するようになり、10km、ハーフ、フルマラソンと、少しでも早くゴールし自己記録を更新していくのがレースの醍醐味と思っていました。もちろん練習では、ゆっくり長く走るLSDもしますが、42km以上は走った事がありませんでした。そんな私が友人から誘われて、2009年春55kmに参加しました。それがマラニックとの出会いです。
　わくわく、どきどき、早く走らなくていいんだ！とにかく完走しようねと友人とスタートしました。網場日見公園のエイドで、みんなゼリーを食べています。えーもう食べるの？まだ12kmしか走ってないよと言いつつ私も食べました。今までのレースの給水では立ち止まらないし、食べ物があってもほとんど手を出したことはありません、この数秒のロスタイムが後に響くからです。次のエイドでも、みなさん立ち止まって食べています。そうか、長い距離と時間はガス欠になっては走りきれないのかと、栄養士（私の職業）は気がつきました。それに、これは１時間ごとに休憩し水分と糖分を補給する「山登り（私のもうひとつの趣味です）」に似ている！時間を計るのでなく、マイペースで景色を楽しみながら頂上（ゴール）を目指すのが目的と。はずかしながら、エントリー後もマラニックがよくわかっていなかったようです。
　エイドでの食べ物は手作りでとてもおいしいし、５月の新緑と暖かい日差し、海、畑、山ありの長崎らしい景色。この大会で初めて通る場所道も多く、ますます長崎が好きになりました。

　るんるん気分で走り続けていましたが、小浜が見えてくるゴールまでの5kmは大変辛く、「あと５キロ、あと４キロ」とつぶやきながらゴール。スタッフがお疲れ様の笑顔で迎えてくださり、55kmも走れたことがとても嬉しかったことを思い出します。

それから、2009秋U50、2010春S55、2011春S55と参加してきました。起伏がありきついコースもあるけど、美しい風景の中、友人とおしゃべりしたり、初めて会う人に「どちらから参加ですか？」とか、80kmや173kmの勇者を抜いていく時、そのチャレンジを讃える言葉や、励ましの声をかけながら走るのは、この橘湾岸スーパーマラニック独特のいい雰囲気と感じています。

　春のステージコースの一部は私の練習コースです。コースの矢印はしばらく残っていて、それを見ると、大会スタッフも参加者もみんな頑張ったんだなあとにんまりしてしまいます。しかし私の55kmはスーパーマラニックの玄関口、もっとマラニックの楽しさと、本当のつらさ（喜び？！）を味わうにはまだまだですね。来年は80kmに参加しますと毎年宣言しつつ、自信がもてず今年も55kmに参加です。

　マラニックの魅力を教えてくださった阿部さんをはじめ、ボランティアの皆様に心から感謝しています。今年もお世話になります。
